
資料４ 

 

社会教育士への調査について 

 

１ 調査の趣旨 

  社会教育士については、名簿が作成されていないなどネットワーク化され

ていないことから、称号取得後の状況把握ができていない。 

  今後、社会教育士の活躍の場を増やしていくための方策を検討するにあた

り、早い段階で社会教育士の現状を把握し、活動に関する要望などを吸い上げ

る必要がある。（次回審議会において調査結果を報告予定） 

 

２ 調査の内容（案） 

  Google Form 等、簡易に回答可能な手法で実施する。 

  調査のために、対象となる社会教育士への連絡をどのように実施すればよ

いかは検討が必要。 

 

問１）現在の職業を教えてください。 

① 公務員（正規） ② 公務員（非正規）   

③ 会社員（正規） ④ 会社員（非正規）   

⑤ 学生 ⑥ 主婦・主夫 ⑦ その他 

 

問２）現在、社会教育士の称号や講習等で得た知識を生かした活動をしてい

ますか。 

① 称号等を生かした仕事をしている 

② 仕事以外の活動の中で、身に付けた知識を生かした活動をしている 

③ 現時点では、生かせていない 

 

問３－１）【問２で①又は②と回答した方】現在の活動状況に満足しています

か。 

① とても満足している ② （まあ）満足している 

③ あまり満足していない ④ まったく満足していない 

 

問３－２）【問２で③と回答した方】現在の活動状況に満足していますか。 

① とても満足している ② （まあ）満足している 

③ あまり満足していない ④ まったく満足していない 

 

問４）【問２で①又は②と回答した方】現在、社会教育士としてどのような活  

動をしていますか。（自由記述） 

 

問５）今後、どのような分野で活動していきたいですか。（自由記述） 


